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【目的】チネリア・ママは村山農業高校で選抜育種された水稲品種であり，10ａあたり 1ｔの収量をあげてい
る．この多収性に注目し,昨年度から山形大学附属農場においてもチネリア・ママの品種特性を検討してきた．
昨年度，附属農場においてチネリア･ママは頴花が退化しやすいため籾数が少ないことが指摘された(島本
2005)．そのため，チネリア・ママの多収のためには単位面積当たりの頴花数を確保することが必要と考えら
れた．頴花数は出穂前 25日から 5日の窒素条件に大きく左右されることから，本年度は,多量施肥することで
頴花数の確保を目標とした．さらに，多量施肥の下，頴花獲得のためにチネリア･ママの頴花生産の特徴を把

握することを目的とした． 
【材料と方法】供試圃場：山形大学附属農場．供試品種：チネリア･ママ，はえぬき．施肥方法：基肥4㎏/10a，
活着肥 2㎏/10a，分げつ肥 2㎏/10a，穂肥 9㎏/10a(出穂前 20日から出穂後 5日にかけて 6回に分施)．測定
項目：植物体窒素含量，枝梗別の退化･分化頴花数． 
【結果と考察】①窒素吸収量(出穂期)：チネリア>はえぬき．②㎡当たりの 1 次枝梗上分化頴花数：チネリア
＜はえぬき，2次枝梗上分化頴花数：チネリア＞はえぬき，全分化頴花数：チネリア＜はえぬき．③㎡あたり
の 1次・2次枝梗上退化頴花数：チネリア>はえぬき．④㎡あたりの1次枝梗上現存頴花数：チネリア<はえぬ
き，2次枝梗上頴花数：チネリア＞はえぬき．⑤頴花生産効率(分化頴花数/窒素吸収量)：チネリア＜はえぬき．
⑥以上のことからチネリア･ママは 2次枝梗型の品種であるにもかかわらず，今回の多量施肥においても頴花
生産効率が低く，退化率が高いという問題があった． 
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